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1. 平成29年9月期第2四半期の連結業績（平成28年10月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年9月期第2四半期 30,397 18.5 4,636 22.2 4,774 21.3 2,555 1.2

28年9月期第2四半期 25,650 16.3 3,794 55.6 3,937 57.0 2,524 156.4

（注）包括利益 29年9月期第2四半期　　3,558百万円 （73.5％） 28年9月期第2四半期　　2,050百万円 （32.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年9月期第2四半期 55.44 ―

28年9月期第2四半期 61.06 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年9月期第2四半期 60,262 42,445 65.7

28年9月期 52,530 34,364 64.3

（参考）自己資本 29年9月期第2四半期 39,619百万円 28年9月期 33,801百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年9月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00

29年9月期 ― 10.00

29年9月期（予想） ― 12.00 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成28年９月期第２四半期末配当金の内訳　普通配当 ８円00銭　記念配当 ２円00銭　(創立25周年記念配当)

平成28年９月期期末配当金の内訳　　　　　　普通配当 10円00銭　特別配当 ５円00銭

3. 平成29年 9月期の連結業績予想（平成28年10月 1日～平成29年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当

期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 58,000 10.1 6,500 4.4 6,500 △1.4 3,500 △11.7

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 1 社 （社名）
上海華新生物高技術有限
公司

、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年9月期2Q 46,311,389 株 28年9月期 46,311,389 株

② 期末自己株式数 29年9月期2Q 224,855 株 28年9月期 1,703,017 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年9月期2Q 46,089,496 株 28年9月期2Q 41,340,709 株

(注)期末自己株式数には持株会信託が所有している当社株式数が平成28年9月期には136,600株、平成29年9月期2Qには87,700株含まれています。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における業績全般の概況

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

売上高 25,650 100 30,397 100 4,747 18.5

営業利益 3,794 14.8 4,636 15.3 842 22.2

経常利益 3,937 15.4 4,774 15.7 837 21.3

親会社株主に帰属す

る四半期純利益
2,524 9.8 2,555 8.4 30 1.2

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の連結売上高は、全ての事業における増収等により、

30,397百万円（前期比 18.5％増）、連結営業利益においては、Global Research 事業を除く全ての事業の堅調な推

移等により、4,636百万円（同 22.2％増）と半期実績で過去最高益を更新いたしました。

セグメント別の業績は次の通りです。

セグメントの状況

当社グループは主として以下の５セグメント（国内３、海外２）にて事業を展開しております。

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減

百万円 百万円 百万円

国内事業

ＣＲＯ
売上高 13,997 14,943 946

営業利益 3,613 3,791 177

ＳＭＯ
売上高 5,004 7,090 2,086

営業利益 419 1,012 592

ＣＳＯ
売上高 3,539 4,155 616

営業利益 124 260 136

海外事業

Global
Research

売上高 2,098 2,384 285

営業利益又は
営業損失（△）

219 △152 △372

益新
売上高 1,869 3,165 1,296

営業利益又は
営業損失（△）

△74 183 258

① ＣＲＯ事業

　ＣＲＯ事業は以下の体制にて展開しています。

　 (ア) 治験・ＰＭＳ（製造販売後調査）等業務受託：イーピーエス㈱、㈱ＥＰＳアソシエイト

　 (イ) 派遣型ＣＲＯ業務：㈱イーピーメイト

　 (ウ) 医薬・医療系ＩＴ関連業務：イートライアル㈱

　 (エ) 臨床研究業務：ＥＰＩ㈱、ジェイクルーズ㈱
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業務別でみると、治験業務は、マネジメントの強化及び社内管理体制の一元化の推進等を進めることで売上高、

営業利益ともにほぼ予定通り堅調に推移しました。ＰＭＳ業務等は、組織体制の強化及び原価管理の徹底により

売上高、営業利益ともに予定を超過しました。派遣型ＣＲＯ業務は、リソース確保の遅れにより売上高は未達と

なりましたが、営業利益はほぼ予定通り推移しました。医薬・医療系ＩＴ関連業務については、売上高、営業利

益ともに予定を超過しました。臨床研究業務については、受託プロジェクトの好進捗により売上高、営業利益と

もに増収、増益となりました。

この結果、売上高は14,943百万円（前年同期比6.8％増）、営業利益は3,791百万円（同4.9％増）となりまし

た。

　

② ＳＭＯ事業

ＳＭＯ事業は㈱ＥＰ綜合及び㈱綜合臨床メデフィにおいて展開しています。

同事業では、旧綜合臨床グループとの統合シナジーを発揮できる経営体制の整備、及びプロジェクト管理体制

の強化を行ったこと等により、案件の進捗が順調に推移いたしました。また、同グループとの統合は前第２四半

期に行われたため、当第２四半期累計業績にはこれによる増収効果が反映されております。

この結果、売上高は7,090百万円（前年同期比41.7％増）と大幅な増収となりました。営業利益につきまして

も、統合による増益効果がのれん償却負担を上回り、1,012百万円（同141.3％増）と大幅な増益となりました。

　

③ ＣＳＯ事業

ＣＳＯ事業は㈱ＥＰファーマラインにおいて展開しています。

医薬向けＣＭＲ（契約ＭＲ：医薬情報担当者）は大型新薬のプロジェクト案件が発生せず、小規模なプロジェ

クトが多く横ばいの一方、ＭＲダイレクト業務等の好調により医薬向けのコールセンター部門は売上増加となり

ました。製薬企業においてＰＭＳ業務のＢＰＯ案件（モニタリングＭＲ、流通管理等）も増加傾向にあり、ＰＭ

Ｓ部門においては前年同期を大きく上回りました。また医療機器向けＣＭＲも堅調に推移し、あわせて医療機器

向けのコールセンターにおいても大きな伸張となり売上増加となりました。

この結果、売上高は4,155百万円（前年同期比17.4％増）、営業利益は260百万円（同109.6％増）となりまし

た。

　

④ Global Research 事業

Global Research 事業は、ＥＰＳインターナショナル㈱と海外グループ会社で構成されており、中国を含む東

アジア及び東南アジアを中心に事業を展開しています。

実施中のプロジェクトが堅調に進捗、また新規プロジェクトの受注も貢献し、売上高は2,384百万円（前年同期

比13.6％増）と増収となりました。一方、利益面においては、主に体制強化のための採用活動や人件費増、及び

国内グループ会社への外注比率拡大等により費用が増加し、営業損益は152百万円の損失計上（前年同期間219百

万円の利益計上）となりました。

⑤ 益新事業

益新事業は、ＥＰＳ益新㈱と益新(中国)有限公司及びその海外グループ会社で展開しています。

同事業は従来からの医療機器の販売を売上の基礎としながら、医薬品関連業務、投資関連業務、非臨床基礎研

究用資材商社など関連業務も併せて、「日中間のヘルスケア分野における専門商社機能」を事業コンセプトとし

て一層の収益拡大を図っております。

㈱スズケンとの資本業務提携及び益新(中国)有限公司による中国製薬メーカーの買収により、中国での両社グ

ループの既存事業基盤強化を図ることに加え、製造支援関連業務や流通関連業務をはじめとする医療サービス関

連業務において新たな付加価値の創出を目指します。

業績面では、特に医薬品関連業務において期初に買収した上述の中国製薬メーカー（上海華新生物高技術有限

公司）の業績が計画比好調に推移し、増収増益となりました。

この結果、売上高は3,165百万円（前年同期比69.4％増）となり、営業損益は183百万円の利益計上（前年同期

間74百万円の損失計上）となりました。
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年11月８日に平成28年９月期決算短信にて公表しました業績予想から変更はありません。

詳細は本日発表しました「平成29年９月期第２四半期業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ」をご参

照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,027 19,626

受取手形及び売掛金 12,071 13,213

有価証券 599 546

商品及び製品 1,120 1,122

仕掛品 2,131 1,936

その他 4,429 4,049

貸倒引当金 △47 △51

流動資産合計 36,333 40,444

固定資産

有形固定資産 2,886 3,915

無形固定資産

のれん 6,603 7,757

その他 658 697

無形固定資産合計 7,261 8,454

投資その他の資産

投資有価証券 1,670 3,651

敷金及び保証金 1,669 1,681

その他 3,612 3,012

貸倒引当金 △905 △898

投資その他の資産合計 6,047 7,446

固定資産合計 16,196 19,817

資産合計 52,530 60,262

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,404 1,081

短期借入金 265 265

1年内返済予定の長期借入金 774 774

未払法人税等 1,531 1,794

賞与引当金 2,515 2,305

受注損失引当金 21 152

その他 6,883 6,847

流動負債合計 13,395 13,219

固定負債

長期借入金 2,544 2,096

役員退職慰労引当金 263 289

退職給付に係る負債 1,247 1,307

資産除去債務 460 464

その他 254 438

固定負債合計 4,770 4,596

負債合計 18,165 17,816
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,888 3,888

資本剰余金 12,107 13,762

利益剰余金 19,398 21,283

自己株式 △2,014 △271

株主資本合計 33,379 38,662

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △56 207

為替換算調整勘定 730 979

退職給付に係る調整累計額 △252 △229

その他の包括利益累計額合計 422 957

非支配株主持分 563 2,825

純資産合計 34,364 42,445

負債純資産合計 52,530 60,262
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 25,650 30,397

売上原価 17,443 20,248

売上総利益 8,206 10,149

販売費及び一般管理費 4,412 5,512

営業利益 3,794 4,636

営業外収益

受取利息 24 20

消費税等差益 193 -

為替差益 - 108

その他 113 69

営業外収益合計 331 199

営業外費用

支払利息 17 29

貸倒引当金繰入額 95 -

為替差損 27 -

持分法による投資損失 37 13

その他 10 18

営業外費用合計 188 61

経常利益 3,937 4,774

特別利益

投資有価証券売却益 196 -

段階取得に係る差益 48 -

特別利益合計 244 -

特別損失

持分変動損失 - 153

特別損失合計 - 153

税金等調整前四半期純利益 4,182 4,621

法人税、住民税及び事業税 1,576 1,792

法人税等調整額 66 62

法人税等合計 1,643 1,854

四半期純利益 2,539 2,766

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 211

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,524 2,555
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

四半期純利益 2,539 2,766

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23 264

為替換算調整勘定 △423 453

退職給付に係る調整額 12 22

持分法適用会社に対する持分相当額 △54 51

その他の包括利益合計 △488 791

四半期包括利益 2,050 3,558

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,058 3,091

非支配株主に係る四半期包括利益 △7 467
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社の連結子会社であるＥＰＳ益新株式会社は平成28年10月18日付で、株式会社スズケンから第三者割当増資の払

込を受けました。

当社は平成28年10月18日付で、株式会社スズケンを処分先とする第三者割当により自己株式1,504,000株の処分を行

いました。また、平成28年11月18日開催の取締役会決議に基づき、自己株式73,000株の取得を行いました。

これらにより、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が1,655百万円増加、自己株式が1,743百万円減少し、

当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金は13,762百万円、自己株式は271百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

調整額(注1)

四半期連結
損益計算書
計上額

ＣＲＯ事業 ＳＭＯ事業 ＣＳＯ事業
Global
Research
事業

益新事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 13,108 4,953 3,526 2,068 1,859 134 25,650 ― 25,650

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

889 51 13 30 9 554 1,548 (1,548) ―

計 13,997 5,004 3,539 2,098 1,869 689 27,198 (1,548) 25,650

セグメント利益 3,613 419 124 219 (74) (0) 4,302 (508) 3,794

(注) セグメント利益の調整額 (508)百万円には、セグメント間取引消去等の 44百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用 (553)百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社（持株会社）に係る費用

であります。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結会計期間に、当社を株式交換完全親会社、株式会社綜合臨床ホールディングスを株式交換完

全子会社とする株式交換を実施したことにより、「ＳＭＯ事業」セグメントにおいて、のれんの金額が6,496百万

円増加しております。なお、取得原価の配分が完了していないため、のれんの金額は暫定的に算定された金額で

す。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

調整額(注1)

四半期連結
損益計算書
計上額

ＣＲＯ事業 ＳＭＯ事業 ＣＳＯ事業
Global
Research
事業

益新事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 13,530 7,066 4,134 2,373 3,157 135 30,397 ― 30,397

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

1,413 24 21 10 8 707 2,185 (2,185) ―

計 14,943 7,090 4,155 2,384 3,165 843 32,583 (2,185) 30,397

セグメント利益 3,791 1,012 260 (152) 183 39 5,135 (498) 4,636

(注) １ セグメント利益の調整額 (498)百万円には、セグメント間取引消去等の 18百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用 (516)百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社（持株会社）に係る

費用であります。

２ 第１四半期連結会計期間より「国内ＣＲＯ事業」、「国内ＳＭＯ事業」、「国内ＣＳＯ事業」はそれぞれ、

「ＣＲＯ事業」、「ＳＭＯ事業」、「ＣＳＯ事業」と名称を変更いたしました。また、前第２四半期連結累

計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの名称で表示しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

これまで報告セグメントの「その他」に含まれていたＣＰＯ事業について、当該事業における業態が医薬・

医療に関わるＢＰＯ（Business Processing Outsourcing）業務から、臨床研究に係る運営と管理に関する種々

なサービスを提供する業務に変化しており、ＣＲＯ事業と同様な業務が主体となっていることから、第１四半

期連結会計期間よりＣＲＯ事業に含めて開示する方法に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当該変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

ております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

第１四半期連結会計期間に、当社の連結子会社である益新（中国）有限公司が、中国基因工程有限公司の株

式を取得したことにより、「益新事業」セグメントにおいて、のれんの金額が1,528百万円増加しております。

なお、取得原価の配分が完了していないため、のれんの金額は暫定的に算定された金額です。
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３．補足情報

（１） 連結キャッシュ・フロー関連の主要な数値

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

（自 平成27年10月１日 （自 平成28年10月１日

　 至 平成28年３月31日） 　 至 平成29年３月31日）

Ⅰ. 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,481 2,779

Ⅱ. 投資活動によるキャッシュ・フロー △250 △3,017

Ⅲ. 財務活動によるキャッシュ・フロー △468 3,501

Ⅳ. 現金及び現金同等物に係る換算差額 △137 289

Ⅴ. 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,624 3,553

Ⅵ. 現金及び現金同等物の期首残高 14,692 16,607

Ⅶ. 現金及び現金同等物の四半期末残高 17,430 20,160

減価償却費 268 372

のれんの償却額 288 560

（２） 受注実績

区分

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年３月31日)

受注高（百万円) 前年同期比(％) 受注残高（百万円) 前年同期比(％)

ＣＲＯ事業

モニタリング業務 7,353 102.3 18,827 100.4

データマネジメント業務 4,931 95.7 16,547 105.5

ＣＲＯその他業務 998 106.2 1,833 59.2

ＣＲＯ事業計 13,283 100.0 37,208 99.1

ＳＭＯ事業 5,359 121.7 17,660 98.1

ＣＳＯ事業 3,789 127.7 6,550 107.2

Global Research 事業 4,676 203.0 9,355 158.5

益新事業 3,115 156.0 38 21.5

その他 134 99.3 9 109.0

合計 30,359 121.0 70,822 104.6

(注) １．金額は販売価格で記載しています。

２．上記金額には消費税等は含まれていません。
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